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2)マグノンとの結合 :(i)スピン波 ;典型的なのはKDP9) にみられるトンネル集
団運動であるoこれと格子系との歴合によってK+(PO4)~の TOモー ドが凍結 し強







間接型強誘電性 - Introductory Talk-
§3.~間接型強誘電体の特徴と現象論







xo-(i )T(% )T- 甲o(% T (応- 定) (2)
の関係があるから, xeの発散に連動 して, 符Oの発散が起る｡
そしてさらに 甲p- (A )T
もまた狭い温度範囲で発散することになる｡このとき β-









IPF体の 符6, 甲p の性質は間接型強誘電性 の起因の研究に役立つo例えば 行pを測
定す ることによって p-E 関係は勿論, β～E関係 も実測 す る ことができる｡ それら
は,例 えば図 1(a), (b)13)qlようにな ｡,電界 を印 加 し た 静 的構造解析によってもC
の知見 を知 りうることを示 している｡
現象論 を展開するに際 して, Landau理論14)が 重 要 な 指 針 を与克てくれる｡ しかし
なが ら, この理論は連続転移に関するもので,一次 転 移 の 結 晶 (今まで知られた間接型
強誘電体 の大部分)､に対しては充分の注意が必要で あ ろ う ｡､この意味 で二次転移を示す
DSPは,その物理的性質がIPE性を考慮に入れ た 現 象 論 によって よく説明できるか
どうかを見究める上に好適である｡そこでこの物質 に 対 す る 現象論15)の結果を簡単に紹
介しよう｡
この結晶の転移における空間群の変化はC…(低 温 ) 与 D4(高温 )16'17)で, 現 の




















qp の測定より実際 O-Eの関係が求められたOまた qp,りC の温度依存性を図2に
示すoまた (符p/ qe)を含む物理量･例えば電歪･電気旋光係数においてはキュリー 点
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